
第３学年「ものの重さ」利用案 

江東区立八名川小学校 黄地 健男 

【学習のねらい】 

  身の回りにある物の形や体積、重さなどを比べる活動を通して、物は形が変わっても

重さが変わらないということについての見方や考え方をもつ。 

【番組の利用にあたって】 

  学習した後でも、粘土を小さくちぎったものには、重さがないと考えたり、ものによ

っては、形を変えると重さが変わると考え続けたりする児童がいる。そこで、第一次を

学習した終末に本番組を視聴することで、改めて学習内容の定着を図りつつ、物の重さ

に対する興味・関心を高めていきたい。 

○：学習活動 ◇：支援 ◆：番組 ■：クリップ ▲：ワークシート 
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○体重計で座ったり、片足立ちをしたり

すると体重が変わるか話し合う。 

・座ると体重は重くなると思う。 

・片足立ちをすると、足が浮くので、体

重は軽くなると思う。 

○体重計に乗り、いろいろな姿勢になっ

て、体重が変わるか確かめる。 

 

 

○同じ重さの粘土を用意し、片方の粘土

の形を変え、天秤のように両手にもっ

て、重さ比べをする。 

・粘土を平らにのばすと、軽く感じた。 

・棒状にすると、重く感じた。 

○重さ比べの体験をもとに、粘土の形を

変えると重さが変わるか予想する。 

 

実験１ 

○粘土の形を変え、電子ばかりを使っ

て、重さを量り、比べる。 

 

 

◆「ものの重さ」番組視聴〈10 分〉 

 

◇体重のことだけでなく、粘土やアルミ

ホイルなど形の変わる物を例示し、重

さが変わるか考えさせる。 

 

 

◇姿勢を変えても体重は変わらないこ

とを、実際に体重計を用意し量ってみ

る。 

 

◇粘土の重さを量る前に、諸感覚を使っ

て、重さ比べをすることで、物の重さ

を調べてみたいという意欲を高める。 

 

 

◇具体的な重さを数字で予想させるこ

とで、同じ軽くでも、少し軽くなると

考えるのか、大きく軽くなると考える

のか違いがはっきりする。 

◇電子ばかりは、最小単位を１ｇのもの

を使用する。 

 

 

◇番組を視聴し、実験を振り返ること 

で、学習内容の定着を図る。 

物は、形を変えると重さは変わるのだろうか。 

物は、形を変えても重さは変わらない。 


